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 ７月の定例会が７月 1０日（木）に楠中学校で行われました。令和８年度県数大会に向けて、各部会

に分かれ授業づくりに取り組みました。 

 

 

 最近考えていることをお話します。まず、教師としてのスキル向上についてです。研修に行く際のお

金や、忙しくなかなか時間がなく悩まれる方も少なくないかと思います。しかし、そういったものに負

けない力が大事だと感じます。そのためにこの研究会があり、この場は大切にしていきたいと強く思っ

ています。先生方も是非時間を作って、また色々な方にお声掛けし、大切につなげていきましょう。そ

して、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、私たち自身がこの研究会で「主体的・対話的で深

い学び」を体感することが、生徒の前に立ったときに役に立つのではないかと思います。 

 また、市数研では今、授業づくりの「課題設定」に重点を置いて研究を進めています。教師が与えた

課題では生徒にとって“やらされ感”のある課題になってしまいます。県大会で取り組もうとしている

のは、その先です。ある課題を解決するときに用いた考え方を

ベースに、子どもたちが更なる問いをもち、学びを進めてい

く。教師が指導した内容を越えた、主体的な課題設定によっ

て、「主体的・対話的で深い学び」を実現させるのです。本日

も主体的な姿勢で、たくさん対話をしてください。新たなヒン

トが見えてくることを願っています。 

 

 

 

 

市数研だより 
令和７年７月２８日発行  ＮＯ．２ 熊本市中学校数学教育研究会 

 
１．あいさつ                    市数研副会長（楠中学校 坂口隆義校長先生） 

２．令和８年度県数大会に向けた授業づくり               

１年A部会 

授業者：橋口先生（桜木中） 

３年B部会 

授業者：船山先生（附属中） 

２年B部会 

授業者：丸山先生（河内中） 

１年B部会 

授業者：松本先生（井芹中） 

３年A部会 

授業者：古場先生（三和中） 

２年A部会 

授業者：吉田先生（湖東中） 
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 今回の定例会は、県数大会に向けて各部会での授業づくりを中心に行いました。令和８年度県数大会

の研究テーマは「数学的な見方・考え方を働かせ、深い学びに向かう数学授業～探究的な学習を通して

～」です。特に力を入れたい「探究的な学習」の定義にあたる「自分で課題を設定し、それを解決し、

また新しい課題へということを繰り返す学習」につながるような「課題設定」を中心に各部会で分かれ

て話し合いが行われました。それぞれの先生が熱量をもって活発な意見交換がなされていました。時間

が足りず延長をして行われるほど内容も濃く、多くの先生方にご参加いただいたことで先生方のつなが

りも生まれ、有意義な会になったようです。 

 

 

 

今は授業者の先生方が一番きついときだと思います。私も何度か経

験をしましたが、今考えてみると「やってよかった」と思えます。必

ず、授業者やその授業づくりに携わる方々は自分にとってプラスにな

ります。色々な意見を聞ける場を大切にしてください。これから、授業

づくりや事前検討会が続きますがみんなで力を合わせてやっていけた

らと思います。 

 

 

 

●次回の定例会は、９月４日（木）18 時 30 分～ 白川中学校であります。 

 次回は９月３０日(火)に行われる熊本市授業研の指導案検討を予定しています。 

●第 107回全国算数・数学教育研究(石川)大会：8月 5日(火)～8日(金) オンライン 

●第 39回夏季合宿研修会(水前寺共済会館・必由館高校)：8月 5日(火)・６日(水) 

●第 78回熊本県中学校数学教育研究(玉名・荒尾)大会：10月 31日(金) 

 

ご質問やご感想がありましたら、下記のアドレスまでお願いします。 

tonai.fuka@kumamoto-kmm.ed.jp 

・定例会へ多数の先生方のご参加をお願いします！！ 

・各学校から１名以上の参加をぜひともお願いします！！ 

・特に若手の先生方、遠慮せずに参加して、市数研の底上げを図っていきましょう。 

主任の先生方、呼びかけをよろしくお願いします。 

文責 白川中学校 藤内 風香 

４．お知らせ 

３．まとめ                   市数研副会長（白川中学校 松永憲治校長先生） 


